
企画広報委員会 

 
1．年度計画の実施状況 

平成 29 年度は、年度計画を実施するため、以下の活動を行った。 
まず、学部パンフレットについては、企画広報委員会において、一部の委員および教員

からの批判を踏まえ、昨年度に作成した「学部案内 2018」を修正した。また、学部パンフ

レットとは別に、受験生向けチラシ『数字で知る人文社会科学部』を作成した（平成 29

年 7 月発行）。そして、「学部案内 2019」に関して大幅な改善を行い、より分かりやすい

デザインになるように努めた1。 

大学案内については、アドミッションセンターと協力し「入学案内 2018」を作成すると

ともに、「入学案内 2019」（平成 30 年度発行予定）の準備を行った。 

学部ホームページについては、平成 29 年 4 月 1 日に学部改組に伴いホームページをリ

ニューアルすると共に、その後も情報を更新し、志願者やその保護者の方々へ広報を行っ

た。特に、「facebook」に時事的な写真を積極的に掲載し、最新の情報を広報するように努

めた2。この他にも、新たな動画の撮影や編集もあわせて行った。これによって、平成 30

年 4 月段階から「YouTube」において速やかに新たな動画を公開する予定である3。 

進学説明会などについては、アドミッションセンターや本学部の入試広報委員会と協力

し、広報活動を行った。特に、平成 29 年 7 月 22 日（土）に水戸キャンパスにおいて開催

されたオープンキャンパス4においては、学部執行部、他の関係機関や他の委員会などと協

力し、学部説明会・模擬授業・学生相談会などを行い、広報活動を行った。本年度の試み

として、昨年度までは 1 乃至 2 の本学部のゼミからのボランティア参加であったのを、よ

                                                   
1 特に、「学部案内 2019」については、

http://www.hum.ibaraki.ac.jp/reference/images/pamphlet/gakubu_pamphlet.pdf、参照。

平成 30 年 5 月 17 日 18 時 29 分（日本時間）執筆者確認。 
2 詳細については https://www.facebook.com/hum.ibaraki/、参照。平成 30 年 5 月 17 日

18 時 30 分（日本時間）執筆者確認。 
3 詳細については、

https://www.youtube.com/channel/UCv3OV4CWloP_WXHjHP9cYAg/videos、参照。平成

30 年 5 月 17 日 18 時 32 分（日本時間）執筆者確認。 
4 平成 29 年 7 月 22 日（土）に水戸キャンパスで行われたオープンキャンパスの様子につ

いては、「YouTube」において公開している。「2017 茨城大学人文社会科学部オープンキャ

ンパス①：ダイジェスト編（https://www.youtube.com/watch?v=PVdD5_trVk0、平成 30
年 5 月 17 日 18 時 38 分（日本時間）執筆者確認）」、「2017 茨城大学人文社会科学部オー

プンキャンパス②：学部説明会編（https://www.youtube.com/watch?v=2kpagYjhLR8、
平成 30 年 5 月 17 日 18 時 39 分（日本時間）執筆者確認）」、「2017 茨城大学人文社会科学

部オープンキャンパス③：相談コーナー、ゼミ紹介編

（https://www.youtube.com/watch?v=eU861fpeS2c、平成 30 年 5 月 17 日 18 時 40 分（日

本時間）執筆者確認）」、「2017 茨城大学人文社会科学部オープンキャンパス④：模擬授業

編（https://www.youtube.com/watch?v=4X6wjxLEb3E、平成 30 年 5 月 17 日 18 時 42 分

（日本時間）執筆者確認）」。 



り広範に募り、ゼミ説明ブースを多数設けた点が挙げられる。また、茨城県南からの志願

者の増加を目指し、平成 29 年 7 月 29 日（土）に阿見キャンパスで開催された農学部オー

プンキャンパスに初めて参加し、本学部長と共に、人文社会科学部の広報を行った。平成

29 年 12 月 16 日（土））にはアドミッションセンターや本学部の入試広報委員会と協力し、

水戸キャンパスにおいて大学説明会を実施した。 

 
2．その他の活動 

 オープンキャンパスの準備および運営については、まず模擬授業の準備として、各メジ

ャーから少なくとも 1 名の講師を派遣していただけるように手配した。当日の運営につい

ては、炎天下のため気分を悪くされた方がいた。そのため、企画広報委員会において適切

に対応し、その後は特に気分を悪くされた方は出なかった。ただし、大学組織として今後

どのように対応すべきかについては反省会において課題として挙げられた。次に、本学部

のゼミからのボランティア参加について、各学科会議などにおいて広報活動を行うととも

に、参加を募った。当日は、特に大きな混乱はなく、盛況であった。 

 PC 教室（C503）の維持管理については、担当者と相談しながら行い、特に問題なく運

営を行うことができた。 

 
平成 29 年度企画広報委員会委員長：髙橋大輔 


